









































































将兵制の施行によって各路に編制された「将」の性格をめぐっては、 「軍団」 ［吉田一九四一、二〇六頁］ 、 「訓練





























































































































































は、陝西地域において、将官に期待され い 役割と知州 知 役割 截然 分けら もので ないこと 換言すれば軍事と民政が不可分であり密接 対処すべきこ であ たことが分かる。さらに、 「将」と州・軍の関係を窺わせるものとして、次のような史料がある。
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丁亥、詔して綏德城もて綏德軍と爲し、并びに元と第二將・第四將の所管に係る暖泉・米脂・開光・義合・懷寧・克戎・臨夏・ 平寨、青澗城、永寧關 白草・順安寨を て、並びに本軍の管轄に隷かしめ、兩將の主簿を以て曹官と爲し、通判官各おの一員を添置す。知城を改めて知軍と爲し、朝廷の選官に從う。皆な呂惠卿奏請 用うるなり。 ［ 『長編』巻五 八 元符二年十一月丁亥の条］
この史料によれば、もともと鄜延路第二将と第四将の管轄下にあった諸堡寨が、綏徳城の綏徳軍への昇格にともなって、綏徳軍の管轄下に移ったことが分かる。すなわち、堡寨を管轄する役割を「将」 みが担っていたわけではないこと 「将」と州・軍の役割が大差なかったことが窺われる。　
そもそも、対西夏前線に当たる陝西地域は、軍事前線であることはもとより、蕃部が散居する蕃漢雑居の地で










する鈐轄や副都部署は、複数の「将」の部隊が出撃する際に、各将の指揮官である都監同士の無用な軋轢を防ぐため、その全体を統轄するように求められていた。その後、仁宗皇祐年間（一〇四九〜一〇五四年）や英宗期（一〇六四〜一〇六八年）に入ると、 「将」の指揮官には鈐轄や副都総管（英宗の諱を避けて副都部署を改名）も任命されるようになった。これは、鈐轄や副都総管の地位が低下したのではなく 「 」の規模が拡大したために責任が増したことが背景として考えられ ［伊藤二〇一一、五〇頁］ 。　
神宗熙寧年間の西夏軍の侵攻への対処や熙河経略などの軍事行動において、 「将」の軍馬は中核として活躍した。











この大使臣に内殿崇班も含まれている。陝西地域の将官について直接的に述べるものではないが、この二つの史料から、将兵制成立当初の将官 、大使臣すなわち正八品から正七品の武臣が任用されるよう規定されていたことが窺えよう。ただ、ここで規定されている は寄禄官であって、差遣ではない。熙寧七・八年における陝西各路の将官の差遣を見れば、依然として都監・鈐轄・副都総管に加え、知州・知軍・知城なども含ま る である［表］ 。　
すでに触れたように、神宗期に続く哲宗元祐年間には、宣仁太后の





























に着目すれば、各路の第一将に副都総管が任命されているほか、都監や鈐轄（都鈐轄）が多く将官となっており、さら は都巡検や知城も見える。また、神宗期の対大越戦争に際して組織された安南道行営に派遣された陝西・河東・河北地域の将官には権発遣豊州や権発遣徳順軍などの差遣も見える。これらの事例は、将官の任用が多様であるとともに、司馬光らが指摘していたよう 将官によって従来の軍政官や州県官が管轄すべき兵力を奪われていとは一概に言えないことを示して る。　
将兵制成立以降の将官と従来の軍政官との関係については、渡邊久氏が次 ように整理している。各路に編制さ
れた「将」の指揮官に都監などが任命されることで駐泊都監や州都監は影を潜め、正将が路分都監と、副将が州都監と同等とされ、将兵制の中に都監などの軍政官が発展的に解消されたという。また 路分都監が将官を兼ねることで統制上の矛盾も生じ、哲宗元祐年間には都監の任務が独立してあるべき もされていた。最終的に は大幅に減員され、駐泊都監や州都監は実質的 廃止状態となり、彼らの職務が将官に継承 くことになる［渡邊一九九四、四六―五一頁］ 。　
以上によれば、将官と都監・鈐轄などの軍政官の間の区別が非常に曖昧であり、将官の官制上の位置付けも不明


























































るよう 、計略・隊列・配置・賞罰などの判断 決定がすべて に委ねられてい ことが分かる。　
これらから、将官が平時においては管轄範囲における軍政統轄者として、戦時においては実戦指揮官としての役
16
割を担っていたことが明らかであろう。渡邊氏によれば、范仲淹の施策においては管兵権と指揮権が一致していたものの、将兵制によって両者は明確に分かれていくとさ るが［渡邊一九九七、七五頁］ 、むしろ両者は依然として一致していると考えられるので ないだ か。さて、このような将官 姿は、都監や鈐轄など軍政官が有していたそれまで 職掌 重なっている。既述の通り、将官と都監・鈐轄は官制上 差異が明確になっているが、職掌の面ではどうな だろうか。　
従来、軍政官としての姿を持っていた都監・鈐轄は、将兵制以降はしだいにその職掌を将官に奪われ、実戦指揮
官として 姿を喪失して まった いう［渡邊一九九四、四六―五一頁／渡邊一九九七、九〇―九一頁］ 。そして、将官より上位 存在として、路内の軍政を監察し、部隊の指揮権を持たな 巡回官へと変貌したとされる。すなわち、 兵制以前に軍政官・軍事指揮官としての役割を果たしていた都監や鈐轄などは、将兵制成立当初に 将官を兼任するなどしていたものの、 の状況が解消されて将官 差異化が図られ 結果、官制上における序列のみならず職掌も明確に分化 と考えられる。都監や鈐轄は、 よりも上位の存在とし 、 「将」 軍政を監督する立場となったのである。ただ、都監や鈐轄は 完全に実戦から姿 消したわけ はない　
哲宗期以降、陝西地域の軍事行動において臨時に統制や統領などが任命される事例が頻見するようになる。本稿




監・鈐轄の区別や都監・鈐轄の変貌があると思われる。官制上における将官の位置付けが明確になったことで、将官は路分都監に昇進することになる。しかし路分都監はすでに実戦を指揮する職掌を失っている。す わち将官が路分都監に昇進することは、実戦から離れるということを意味し、有能で功績を多く挙げるほど減年などによってそれが早まってしまう である。常に軍事的緊張 り、有能な実戦指揮官が一人でも多く求められる陝西地域において、軍事的に見ればそ 大きなマイナスであろ 。統制官と て路分都監や鈐轄に実戦指揮官の役割を与えることで、将 が昇進しても依然として実戦に出るこ が可能 なるの ある。　
以上を整理すれば、将官と都監・鈐轄は、将兵制成立当初にはその官制上の位置付けや職掌などが未分化であ












に、将官と知州・知軍の兼任 しば ば見られることは、その好例であろう。陝西地域では、堡寨が県と同格の行政機関としての役割を果たしており、近藤氏は州寨制という統治体制を指摘する［近藤二〇〇五 八頁］ 。しかし、本稿で述べてきたことからは 陝西地域では「将」
―
堡寨という統属関係が厳然と存在していたことは明らか











（） 范仲淹の編制した六将については、王曽瑜一九八三、 六頁 竺沙一九 五、一五六頁／渡邊 九七 七四 七五／伊藤二〇 一、四〇―四二頁 どを参照。
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ucker （（（（, pp. （（（, 
（0（ ］ 、 「将」の性格として区域を想定していると思われる。
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（（） 「宋西北文書」の各文書には「叙録」や孫継民 〇九が題名を付しているが、文書書式や発信者・受信者などを誤解している点もあるため、本稿では一〇九―一四文書のように通し番号を用 て表記する。
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（（） 金湯城から発出されたものに、一〇九―一三 〇九―七一、一〇九―七六、一〇九―二四＋七七、一〇九―四五＋一五＋四八＋九五＋八〇、一〇九―八三＋二七文書が 徳靖寨から発出されたものに、一 九―九三、一 九―一四文書があり、鄜延路第七副将から発出されたものに、一〇九―七五＋五二、一 九―六四文書がある。 「宋西北文書」の発信者の一覧は赤木二〇一二、七四―七五頁、表３に整理されており至便である。
（
（（） なお、 「宋西北文書」にも「将司」という語が見える［一〇九―二一文書］ 。しかし、 「訳注稿」で指摘されるように、
「宋西北文書」に見える「将司」は明らかに役職名であり、 「将」に関係する官員もしくは吏員と理解すべきであろう［ 訳注稿」 （三） 、一八八頁］ 。
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The Military Regimental System (jiangbing 将兵制) and the 
Government System in Shaanxi (陝西) Region in the Northern Song 
Dynasty
Kazuma Ito
The aim of the present article is to examine the government 
system in Shaanxi region in the latter of the Northern Song Dynasty 
with the character of jiang (将) which were formed during the reign of 
Emperor Shenzong (神宗) and the rating or the role of the director of 
jiang (jiangguan 将官) in the bureaucratic system.
First, I focused on jiang newly-formed during the reign of 
Emperor Zhezong (哲宗), and I pointed out that jiang played the role 
of the military institution which had territory and administered several 
forts (baozhai 堡寨) and the forces or personnel deployed there. In other 
words, jiang had character of the military area. 
Secondly, I considered the rating or the role of jiangguan in the 
bureaucratic system. As a result, I proved that jiangguan was ranked 
under the Director-in-chief (lufen dujian 路分都監 ) and that jiangguan 
played two roles, that is, the commander and the supervisor. 
In conclusion, jianbing system in the government system of 
Shaanxi region not only played the role of the supervisor of military 
administration but also beard regional administration closely relating 
with civil administration. 
